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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第22期

会計期間

自平成20年
６月１日
至平成20年
８月31日

自平成19年
６月１日
至平成20年
５月31日

売上高（千円） 17,761,372 64,399,776

経常利益（千円） 784,665 2,715,728

四半期（当期）純利益（千円） 423,481 1,409,198

純資産額（千円） 9,523,201 9,353,593

総資産額（千円） 19,096,713 19,456,309

１株当たり純資産額（円） 679.38 662.88

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
30.12 98.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
30.08 98.61

自己資本比率（％） 49.8 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
391,487 2,836,648

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△197,496 △1,340,812

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△419,405 △1,024,249

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,661,271 4,886,686

従業員数（人） 476 500

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。　

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年８月31日現在

従業員数（人） 476 (1,920)

　（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第１四半期

連結会計期間の平均人員（８時間換算）を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年８月31日現在

従業員数（人） 472 (1,905)

　（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間

　　　　の平均人員（８時間換算）を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

     小売事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び資産の金額の合計に占める割合

が、いずれも９０％を超えており、また、当該セグメント以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

    (1）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

事業部門別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

一般食品（千円） 9,815,290

生鮮品（千円） 3,209,604

雑貨（千円） 520,512

小売部門小計（千円） 13,545,407

卸売部門（千円） 8,751

合計（千円） 13,554,159

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

①　事業部門別販売実績

事業部門別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

一般食品（千円） 11,803,462

生鮮品（千円） 4,869,684

雑貨等（千円） 667,541

小売部門小計（千円） 17,340,688

卸売部門（千円） 23,964

その他（千円） 396,719

合計（千円） 17,761,372

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、テナント家賃収入、発注処理事務手数料収入が含まれております。

②　業態別販売実績

業態別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

ディオ、ラ・ムー（千円） 17,154,137

生鮮市場ハッピィ（千円） 86,273

バリュー100（千円） 98,462

卸売部門（千円） 23,964

その他（千円） 398,535

合計（千円） 17,761,372

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、インターネット通信販売、テナント家賃収入及び発注処理事務手数料が含まれております。
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③　地域別販売実績

地域別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

中国地区（千円） 9,831,036

四国地区（千円） 3,073,417

関西地区（千円） 4,434,418

その他（千円） 422,500

合計（千円） 17,761,372

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、インターネット通信販売、卸売部門、テナント家賃収入及び発注事務手数料であります。

(3）単位当たり売上高

項目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

売上高（千円） 17,761,372

売場面積（期中平均）（㎡）

１㎡当たり期間売上高（千円）

75,642.20

234

従業員数（期中平均）（人）

１人当たり期間売上高（千円）

2,366

7,506

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．期中平均従業員数（臨時雇用者を含む。）は８時間換算をもとに算出しております。　　　　　　　　　　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の分析

　当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融・株式

市場の混乱や原油をはじめとする原材料の高騰により、企業収益の悪化や個人消費の低迷など、景気の減速感が強ま

り、一段と厳しい状況となりました。

小売業界におきましては、原油・穀物価格の高騰による商品の相次ぐ値上げ、また、食品の産地偽装問題や輸入食品に

よる農薬混入等、消費者の食の安心、安全に対する意識はますます高まっております。

このような状況の中、当社グループでは既存店舗の活性化のため、ディオ玉島店の新築移転とラ・ムー松永店の改装

工事を実施いたしました。また、原材料高騰による商品価格の上昇やメーカーからの値上げ要請を受ける中、当社グ

ループでは地域の皆様の生活応援として、平成20年4月より購買頻度の高い商品約100品目を2割から5割値下げした生

活応援宣言セール」を実施いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は177億６千１百万円、経常利益は７億８千４百万円、四半期純利

益は４億２千３百万円となりました。

財政状態の状況につきましては、次のとおりであります。

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は79億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億

７千８百万円減少いたしました。

その主たる変動要因は、現金及び預金の減少（51億７千６百万円から49億５千万円へ２億２千５百万円減少）及

び商品の減少（19億１千８百万円から16億６千３百万円へ２億５千４百万円減少）によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、111億７千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ１

千９百万円増加いたしました。その変動要因は、投資その他の資産の増加（35億６千万円から35億９千６百万円へ

３千６百万円増加）に対して、有形固定資産（75億４千２百万円から75億２千８百万円へ１千４百万円減少）と

無形固定資産（５千万円から４千７百万円へ２百万円減少）の減少によるものであります。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、67億２千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億

４千８百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、未払法人税等の減少（８億３千５百万円から３億２千８

百万円へ５億６百万円減少）に対して、支払手形及び買掛金の増加（41億３千２百万円から43億５千３百万円へ

２億２千万円の増加）によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、28億５千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億

８千万円減少いたしました。その主たる変動要因は、長期借入金の返済等による減少（27億５千４百万円から25億

５千万円へ２億３百万円減少）によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、95億２千３百万円となり、１億６千９百万円増加いたしま

した。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（62億９千３百万円から65億４千７百万円へ２億５千４百万円増

加）によるものであります。

(2) キャッシュ・フローの状況

　　　　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて２

億２千５百万円減少し、46億６千１百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　営業活動により得られた資金は、３億９千１百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益（７億８千

万円）及び資金の支出を伴わない減価償却費（２億７百万円）、たな卸資産（２億５千５百万円）の減少などに

よる資金の増加要因が、法人税等の支払（８億８百万円）などによる資金の減少要因を上回ったことによるもの

であります。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　投資活動により支出した資金は、１億９千７百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得１億５千３百万円

によるものであります。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　財務活動により支出した資金は、４億１千９百万円となりました。これは、長期借入金の返済（２億円）及び配当金の
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支払（１億３千５百万円）などがあったことによるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動 

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった店舗の新設及び改修が完了したために、

新たに当社グループの主要な設備となったものは、以下のとおりであります。

事業所名
（所在地）

 
設備の内容

帳簿価格(千円)
従業員数

(人)建物及び
構築物

工具器具
備品

   土地
 （面積㎡）

その他 合計

ディオ玉島店

（岡山県倉敷市）
店舗設備 109,109 7,216 － － 116,326 　8 (35)

ラ・ムー松永店

（広島県福山市）
店舗設備 16,955 － － 2,770 19,725 12 (50)

（注）１．帳簿価額のうち「その他」は、リース資産であります。なお、上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．従業員数の（　）は、臨時雇用者数の年間の平均（８時間換算）を外書きで示しております。

　

(２）設備の新設、除却等の計画

　 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備計画の変更及び重要な設備

の新設、改修について完了したものは、次のとおりであります。

① 出店時期の変更

前連結会計年度末に計画しておりました平成21年２月から平成21年５月までの間の新店設備計画３店舗のう

ち、１店舗については、出店時期を平成20年11月に変更いたしました。　

② 新設の完了

前連結会計年度末に計画しておりましたディオ玉島店の移転による新設工事については、平成20年８月に完了

しました。これにより、売場面積は、780㎡から1,428㎡に648㎡増加しました。　　　　

③ 改修の完了

　 前連結会計年度末に計画しておりましたラ・ムー松永店の改修工事については、平成20年７月に完了しました。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年10月10日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 14,375,000 14,375,000
東京証券取引所

（市場第二部）
－

計 14,375,000 14,375,000 － －

 （注）　提出日現在の発行数には、平成20年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成15年8月28日臨時株主総会決議

　
第１四半期会計期間末現在
（平成20年８月31日）

新株予約権の数（個） 13,300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）        26,600（注）4 

新株予約権の行使時の払込金額（円）         　230（注）4

新株予約権の行使期間
自　平成18年10月１日

至　平成21年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価

格及び資本組入額（円）

　発行価格　　230（注）4

　資本組入額　115（注）4

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員もしくはパート社

員でなければならない。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任

した場合もしくは社員もしくはパート社員が定年により退職した場合はこの限りではない。

２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

３．その他の条件については、平成15年８月28日開催の定時株主総会及び平成15年８月28日開催の取締役会決議

に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによる。

 　　　 ４．平成17年12月12日の取締役会決議に基づき、平成18年１月31日付をもって株式１株につき2株の分割をいた

　　　　　　しました。これにより平成18年１月31日をもって新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

　　　　　　払込金額並びに新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び資本組入額は調整されておりま

　　　　　　す。

②　平成17年8月25日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年８月31日）

新株予約権の数（個） 109

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）       21,800（注）4 

新株予約権の行使時の払込金額（円）       2,600（注）4

新株予約権の行使期間
自　平成19年9月 1日

至　平成25年8月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及

び資本組入額（円）

発行価格    2,600（注）4 

資本組入額  1,300（注）4 

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３ 

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

 （注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員でなければならな

い。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任した場合もしくは社員

が定年により退職した場合はこの限りではない。
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 ２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

 ３．その他の条件については、平成17年８月25日開催の定時株主総会及び平成17年10月18日開催の取締役会決議

に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによる。

       ４．平成17年12月12日の取締役会決議に基づき、平成18年１月31日付をもって株式１株につき2株の分割をいた

　　　　　 しました。これにより平成18年１月31日をもって新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

　　　　　 払込金額並びに新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び資本組入額は調整されておりま

           す。
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 ③　平成17年８月25日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年８月31日）

新株予約権の数（個） 148

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 14,800

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,990

新株予約権の行使期間
自　平成19年９月１日

至　平成25年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価

格及び資本組入額（円）

  発行価格　    2,990　  

 資本組入額  　1,495   

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

 　（注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員でなければな

 らない。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任した場合もし

 くは社員が定年により退職した場合はこの限りではない。

 ２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

 ３．その他の条件については、平成17年８月25日開催の定時株主総会及び平成18年１月31日開催の取締役会決

 議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによ

 る。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年６月１日～

　

 平成20年８月31日　

　

－ 14,375,000 － 1,545,329 － 1,707,009

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

　

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。
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①【発行済株式】

 平成20年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 272,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  14,101,800 141,018 －

単元未満株式 普通株式　　     500 － －

発行済株式総数 14,375,000 － －

総株主の議決権 － 141,018 －

②【自己株式等】

　 平成20年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
271,700 － 271,700 1.89

（相互保有株式）

株式会社ネオプランニン

グ

広島市中区小町３

番３号
1,000 － 1,000 0.00

計 － 272,700 － 272,700 1.89

　（注）当第１四半期会計期間末現在の大黒天物産株式会社の所有自己株式数の合計は、364,200株であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
６月

　
７月

　
８月

最高（円） 794 868 1,205

最低（円） 631 711 868

 （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平

成20年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,950,644 5,176,058

受取手形及び売掛金 6,966 12,027

商品 1,663,925 1,918,257

貯蔵品 23,073 24,351

その他 1,280,000 1,172,591

貸倒引当金 △78 △39

流動資産合計 7,924,532 8,303,247

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,720,717

※1
 5,784,138

土地 1,674,532 1,674,532

その他（純額） ※1
 133,186

※1
 83,996

有形固定資産合計 7,528,436 7,542,667

無形固定資産 47,560 50,260

投資その他の資産

長期貸付金 1,259,202 1,254,612

差入保証金 1,228,731 1,234,529

その他 1,108,313 1,071,159

貸倒引当金 △62 △168

投資その他の資産合計 3,596,183 3,560,134

固定資産合計 11,172,180 11,153,062

資産合計 19,096,713 19,456,309
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,353,756 4,132,847

短期借入金 896,586 896,586

未払法人税等 328,366 835,357

賞与引当金 68,790 113,360

その他 1,074,745 1,092,817

流動負債合計 6,722,245 7,070,968

固定負債

長期借入金 2,550,585 2,754,232

その他 300,680 277,514

固定負債合計 2,851,265 3,031,746

負債合計 9,573,511 10,102,715

純資産の部

株主資本

資本金 1,545,329 1,545,329

資本剰余金 1,707,009 1,707,009

利益剰余金 6,547,454 6,293,212

自己株式 △283,396 △200,669

株主資本合計 9,516,396 9,344,881

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,317 4,012

少数株主持分 4,487 4,699

純資産合計 9,523,201 9,353,593

負債純資産合計 19,096,713 19,456,309
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

売上高 17,761,372

売上原価 13,808,490

売上総利益 3,952,881

販売費及び一般管理費 ※1
 3,155,563

営業利益 797,318

営業外収益

受取利息 7,599

受取配当金 310

その他 3,103

営業外収益合計 11,012

営業外費用

支払利息 20,602

その他 3,063

営業外費用合計 23,665

経常利益 784,665

特別利益

貸倒引当金戻入額 67

特別利益合計 67

特別損失

減損損失 4,203

特別損失合計 4,203

税金等調整前四半期純利益 780,529

法人税、住民税及び事業税 317,522

法人税等調整額 39,737

法人税等合計 357,260

少数株主利益 △212

四半期純利益 423,481
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 780,529

減価償却費 207,078

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,569

貸倒引当金の増減額（△は減少） △67

受取利息及び受取配当金 △7,909

支払利息 20,602

長期貸付金の家賃相殺額 22,234

長期借入金の家賃相殺額 △4,205

減損損失 4,203

売上債権の増減額（△は増加） 5,060

たな卸資産の増減額（△は増加） 255,610

その他の流動資産の増減額（△は増加） △168,223

仕入債務の増減額（△は減少） 220,908

その他の流動負債の増減額（△は減少） △77,586

その他の固定負債の増減額（△は減少） △200

その他 3,556

小計 1,217,022

利息及び配当金の受取額 3,503

利息の支払額 △20,409

法人税等の支払額 △808,629

営業活動によるキャッシュ・フロー 391,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △153,087

差入保証金の差入による支出 △3,622

差入保証金の回収による収入 8,988

長期貸付けによる支出 △44,822

その他 △4,952

投資活動によるキャッシュ・フロー △197,496

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △200,000

リース債務の返済による支出 △1,417

自己株式の取得による支出 △82,727

配当金の支払額 △135,261

財務活動によるキャッシュ・フロー △419,405

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △225,414

現金及び現金同等物の期首残高 4,886,686

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,661,271
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

会計処理基準に関する事項の変

更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の

適用

卸売部門については、従来総平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）によ

り算定しております。

これによる、営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響

はありません。　

（2）リース取引に関する会計基準の適用

「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年

３月30日改正）及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年1月18日

（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正）が平成20

年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用す

ることができることになったことに伴

い、当第１四半期連結会計期間からこれ

らの会計基準等を適用し、通常の売買取

引に係る会計処理によっております。ま

た、所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産の減価償却の方

法については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。なお、リース取引開始日が

リース会計基準適用初年度開始前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引

については引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によって

おります。

これによる、営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

【簡便な会計処理】

簡便な会計処理については重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年８月31日）

前連結会計年度末
（平成20年５月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、2,923,053千円

　　であります。

　

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、2,724,151千円

　　であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

　

従業員給料及び賞与 1,219,194千円

賞与引当金繰入額 68,790 

水道光熱費 302,741 

賃借料 479,820 

減価償却費 207,078 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年８月31日現在）

現金及び預金勘定 4,950,644千円

預入期間が３か月を超

える定期預金
△289,372 

現金及び現金同等物 4,661,271 
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　

平成20年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　 14,375,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　  　364,200株

　

３．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年８月21日
定時株主総会

普通株式 169,239 12  平成20年５月31日  平成20年８月22日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　　当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

 小売事業の売上高の合計、営業利益の金額の合計に占めるの割合が、いずれも９０％を超えており、また、当該セ

グメント以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略し

ております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　　　当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月31日）　

有価証券は、当社グループの事業運営における重要性が乏しく、かつ前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月31日）

デリバティブ取引の当第１四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年６月１日　至　平成20年８月31日）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年８月31日）

前連結会計年度末
（平成20年５月31日）

１株当たり純資産額 679.38円 １株当たり純資産額 662.88円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 30.12円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
30.08円

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 423,481

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 423,481

期中平均株式数（株） 14,056,432

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  

普通株式増加数（株） 19,479

　　　（うち新株予約権（株）） (19,479)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

リース取引の開始日が改正リース会計基準適用開始前の

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を

適用しておりますが、改正リース会計基準によりファイ

ナンス・リース取引の判定を行ったところ、当社が借主

となるリース取引残高が前連結会計年度末に比べて著し

い変動が認められます。

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リース取引

(借主側)
　・著しく増加したリース取引に係る当四半期連結会計

期間末における未経過リース料期末残高相当額

１年内 56,641千円
１年超 1,184,522千円

合計 1,241,163千円

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月２日

大黒天物産株式会社

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 三宅　　昇　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式会社

の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20

年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成20年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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